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コロナの中の日常で考える 

副代表 今本 芙佐子 

７月１２日のニュースではコロナが第７波に入ったのでは

といわれ、それ以後コロナは衰えることなく大変な状況にな

っている。しばらくはコロナから逃れられそうもない。 

旅行担当になって旅行に行けたのは１度だけ.。今年は何と

か行けるかと考えていたが、雲行きが怪しくなってきている。 

 さて、コロナの話題に関して、新聞の記事でプレディみか

こさんが「今こそ‘エンパシー’が必要ではないか。」と述べ

ていた。彼女は「僕はイエローでホワイトで、ちょっとブル

ー」という本（ぜひ読んでみてほしい）で有名になったイギリ

ス在住の日本人である。彼女は「他者の靴をはく アナーキ

ック・エンパシー」という著書の中でエンパシーについて述

べている。エンパシーとはあまり聞いたことがないが、よく

似ているシンパシイー（同情、思いやり）と違って「他者の感

情や経験などを理解する能力と共感する心」と訳されている。

コロナ蔓延の世界では、この言葉の意味がますます大切にな

るのではないか。私の感想だが、日本人はシンパシーに関し

ては敏感であるがエンパシーに関してはかなり関心が薄いと

いうか、あまり分かっていないように思う。 

コロナが生活を支配している世界で、人間同士の付き合い

が希薄になり、他人に対してだんだん寛容でなくなっている

のではないか。「他人の靴を履いてみる」ということは、自分

と違っているものを理解し、共感したり、受け入れたりする

ことである。コロナに罹った人を気の毒だと思うだけでなく、

その人たちの気持ちを受け止めて、共に過ごすことだと思う。

電車の中で咳をすることに過敏になるのも、咳をする人をち

ょっと嫌だと思うのも、コロナに自分は罹らない、罹らなか

って良かったと思うのも、自分中心にしか考えていないから

ではないだろうか。マスクをするのは、他人のためというよ

りも、自分が人に染さないための役割が大きいはずである。 

 同じく新聞記事に、空いた電車の中で隣に座った人に「空

いているからゆったり座ったら（暗に席を移動するよう）」と

促した人がいた。それに関して、「他人に言う前に自分が席を

変わるのも一つの方法ではないか。」という意見が書かれてい

た。他人に要求する前に自分に何ができるか、どうするのが

良い方法かと考える余裕が必要ではないだろうか。 

 こんな時だからこそ、他人の立場に立って考え、行動する

生活を目指したいと考えている。 

今号の TOPICS～（副代表のご挨拶） 

◇自然と文化だより◇ 

 ウクライナ戦争やコロナ、物価高など暗

い話題ばかりで、気が滅入ります。 

ここで明るい話題を。MLB 大谷翔平は今

シーズンも昨年に続き活躍して、規定投球

回数・規定打席回数をともにクリアする勢

いで、成せばMLB史上初です。あのベー

ブルースでも成しえていない記録です。

MVP間違いなしと思いきや、ヤンキース

のジャッジが三冠王が見えてきて、激しい

MVP論争がくり広げられています。 

しかしどちらになろうとも紳士同士の争

いであり、人殺しには至りません。スポー

ツで決着をつけてはいかがでしょうか！プ

ーチン様。 

                               Y.T  
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夜 明 け 

１班 上田 和明 

8 月 6 日午前 4 時 30 分頃、アルバイトの新聞

配達を終え、いつものように、いつもの場所でスマ

ートフォンを操作。暫くして、背後でバイクが停ま

り人の気配。振り向くと警官。「何を盗ってるんだ?」

「夜明けの写真を撮ってます」と、無言の会話。邪

魔者去る。後は東の空との対話。日の出前の貴重な、

私にとって一日の中でも大切な時間帯である。写真

も然り乍ら、我が存在原点を確かめ、想い巡らす一

時でもある。 

 千年程前、清少納言は『枕草子』冒頭で、春の曙

をこの世の美しいものとして挙げている。太陽が未

だ地平線より下にあり、空が次第に薄明るくなって

いく、所謂「薄明」の夜明けの空は荘厳で神秘的で

さえある。しかも一瞬一刻変化し、季節、雲、気象

条件等によって千変万化、一つとして同じ姿を見せ

ない。この魅力に嵌って、夜明けの写真を撮り続け

ています。その中から 2 枚紹介。1 つは 7 月 24

日 4:24 残月の夜明け。次は 8 月 11 日 4:59 色

彩豊かで紫雲見られる。 

 薄明にも天文薄明、航海薄明、市民薄明と三段階

あることや、薄明光線、反薄明光線、太陽柱、地球

影とビーナスベルト、地球照、マジックアワー等、

夜明けの写真を通して、新鮮な発見がありました。 

 9月よりアルバイトを辞め、介護を主軸とした生

活に入る予定です。夜明けの時間帯はどの様な暮し

方になるのでしょうかね～? 

  

堤防散歩 

2班 奥 久美子 

 仕事を辞めてから、運動不足にならないように自

宅近くの淀川の堤防を歩くようにしています。珍し

い草花はありませんが、四季折々色々な花が咲くの

で立ち止まって見たり、写真を撮ったりして楽しん

でいます。 

7月はヒルガオとノ

ラニンジンが満開で、

ノラニンジンは法面

一面に咲いていると

ころもあります。レー

スのような白い花が

とても綺麗です。花の

上には今年もアカス

ジカメムシがいっぱ

い。黒地に赤い縦筋が

美しいカメムシで、セ

リ科植物の汁を吸うそうです。図鑑で調べると赤と

黒のはっきりした模様は警戒色で、鳥からの捕食を

免れやすいようです。この

ような鮮やかな警戒色を

持つカメムシは悪臭を出

さないとも書かれていた

ので捕まえてみましたが、

手足を動かすだけで確か

に嫌な臭いはしませんで

した。 

いつも歩いている堤防ですが、今年は初めてカラ

スノエンドウとアカツメクサの白花を見つけまし

た。今まで咲いていても気がつかなかっただけかも

知れません。 

これからも、色々な発見を楽しみたいと思ってい

ます。 

 

仲間たちの近況報告 （1） 
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水生生物のフィールドワーク 

          3班 藤原 敦子    

 今年は熱中症警戒アラートの発令で熱中症に注

意し、涼感のある水生生物の観察会に出かける。    

初めに蓮池で、じっと水面

の様子を覗いて見る、少し

でも動きがあると網をゆっ

くりと入れてゆすってみ

る。網の中に入った泥土を

覗く、これを何回か繰り返

していくと、周りの子ども

達の「大きなトノサマガエルがいる」

と言う声が聞こえてきた。ハスの茎、葉っぱの陰に

隠れてるのを見つけたらしい、そっーと覗いてみる

と、こちらを鋭い目で睨んでいるトノサマガエルが

いた。特徴である背中に緑の筋が入っていた。 

水田では、オタマジャクシ、

タニシが簡単に見つけられ

た。ザリガニはタニシが餌な

ので、近くには小さいザリガ

ニもたくさん見つけられた。 

ヒ メ タ

ニシとカワニナは水生ホタル

の幼虫の餌になるので、夜には

ゲンジボタルやヘイケボタル

が水田の周りをとんでいる。 

カワニナはカワニナ科で細長い巻貝の一種、流れの

ある水路では貝のカルシウムが溶けて先が丸くな

る。繫殖方法は卵ではなく、稚貝を 300～400匹

産み増やしていく。ヒメタニシの稚貝は２ｍｍ位と

小さい。 

水路ではギンヤンマのヤゴを

見つけた。ヤゴの顎は普段は下

口びるの部分に、折りたたまれ

て口の下にしまっているが、餌

が近寄ると素早く顎を、前に伸

ばして先っぽについているキバ

で餌を捕まえて食べる。脱皮して大きくなったオタ

マジャクシやメダカ等も食べる、肉食性である為に、

エサ不足になると共喰いを始める。  

今回の観察では、水生生物の生態系の多様性に好

奇心を持った、今後も色々な分野のフィールドワー

クを楽しみたいと思います。 

 

 

 

ソフトな山行へ志向 

４班 大野 眞理生 

 6月上旬、ネイチャー学志山歩会の九重連山縦走

に参加した。大分県牧ノ戸峠を 14 名で久住山

(1767m)を目指し 9時出発。初日から登山日和の

好天であった。道中、ユキノシタ、ミヤマガマズミ、

カラスビシャク、トキワツユクサ、ヒメウツギの花

たちが急登に喘ぐ息を癒してくれた。扇ヶ鼻分岐ま

でのハシゴ場を過ぎると右側の山腹にミヤマキリ

シマが群生していた。久住山直下でザックをデポし

山頂に辿り着いたのは 12時。20畳くらいの山頂

は人でごった返していた。昼食と記念写真を済ませ

九州最高峰の中岳(1791m)を登頂し、今夜の宿“法

華院温泉山荘”を目指した。 

15 時 40 分到着。翌朝 5 時、平治岳(ひいじだ

け 1643m)への往復に出発した。お目当てはミヤ

マキリシマの群生である。山荘から 5 分程度のラ

ムサール条約登録地の湿地帯“坊がつる”を通り、

可憐なサワオグルマの群生やタンナサワフタギ、見

事なノアザミ、ハルリンドウ、そしてマイヅルソウ

等が早朝登山の眠気と気だるさを取り払ってくれ

た。ぬかるみに悪戦苦闘しながらシロバナドウダン、

ベニバナドウダン、アサガラ、ベニバナニシキウツ

ギの花を見て行った。周囲 500mはあろう火口跡

にできた御池の縁を進み、平治岳南峰に登ると眼下

に坊がつるが一望できた。ここまで来てよかったと

思わず声に出るような絶景である。更に進み鞍部か

ら平治岳本峰を見上げると一面のミヤマキリシマ

であった。急登なのにその中を勢いがつく。7時山

頂着。他の登山者がいなかったので全員が歓声をあ

げた。法華院温泉山荘まで戻り、最終下山準備の待

ち時間に女性らが「坊がつる讃歌」を歌いだし合唱

の輪になった。早朝登山の疲れは一気に癒され、青

春を彷彿させる瞬間であった。再び坊がつるを縦断

し下山路を急いだ。途中の森林の中でオオヤマレン

ゲが急ぐ私たちを見送ってくれた。 

縦走と登頂で山と対峙するヘビーな山登りをし

てきた私だが、今の山行のような緩やかに山を楽し

むソフトな山登りを志向する私になりそうである。

仲間たちの近況報告 （2） 
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公園のあの木が伐られた！ 

社会貢献委員会 五家 正敏 

今春、スーパー野菜売り場のタマネギの価格に

は驚いた。普段の 3～4倍の値段である。主産地

北海道の昨夏の日照り、2番目産地である佐賀県

では今 4月雨にたたられた、更にはコロナ禍で中

国産の輸入が滞ったこと等が原因であるらしい。

わが市民農園での今春タマネギ収穫量はまずまず

であり、好天に恵まれ陰干 

しがうまくいったため腐ら 

ずに長持ちしている。野菜 

は日々刻々と変化する天候 

に左右されることが多い。 

近年の天候不順には目を見 

張るものがある。 

 数年前の台風等により公園でも多くの倒木が発

生した。回数は減ったが引き続き「里山を守る会」

に参加し、間伐体験をすることがある。間伐は美

しい自然・景観を守るとともに土砂崩れ等防災面

からも役立つ。昨今公園の樹木が伐られるのを目

にすることが多い。慣れ親しんできた万博記念公

園、長居植物園等の樹木が伐られるのをみると居

た堪れない。安全面から倒木処理をすることもあ

ろうが、樹木を伐採して花壇をつくった方が入園

者が喜び、入園者数が増加するとでも言うのであ

ろうか?こうした傾向は主たる公園管理者が変更

になったケースに多くみられるようである。 

 社会貢献活動はこうした公園で実施することが

多い。樹木を伐り作った花壇から自然の営みや植

物の生き様を感じとることができるのであろう

か?高齢化、価値観の多様化等により参加者の幅

が広くなっている。天候不順による暑さ・熱中症

対策、感染症対策等々、社会貢献活動をめぐる環

境には対処しなければいけない課題が多い。これ

からも長く継続的に社会貢献活動を実施していく

ためには、多くの関係者の皆様のご理解・ご協力

が不可欠である。 

 「社会に向けて発信し、貢献活動に努める」こ

とが自然と文化科の理念の中に明記されている。

「社会貢献活動、箕面公開観察会、講座部補助講

師、万博NFのいずれかに、年1回以上参加する」

と主たる方針に書かれていることを今一度思いだ

していただきたい。（2022年度「自然と文化科」活動方針） 

 

 

 

 

愛する雑草の庭 

4班 田中 朱実 

 ひょんな縁からシニア自然大学に入学して5年

目になる。それまで自然とはとんと縁のない生活

をしていた。義父母、夫も又同じである。４0数

年前、私たちの結婚を機に，義父がそれまで住ん

でいた家を 2 世帯が暮らせるように立て替えて

くれた。なので小さな土地いっぱいに小さな、そ

れでも精いっぱい頑張った家が建った。庭と呼べ

るような庭はない。 

 しかし、隣家との間に細長い空き地が残った。 

ここが不思議なのである。細長い隙間とはいえ、

朝と夕には日が差す。軒下部分には雨はかからな

いが、はみ出したところには雨も降る。土と光と

水があるのに、雑草一本生えていない。そのこと

を不思議とも思わず、家人の誰もそこを通る事は

なかった。 

 シニア大学に入り、にわか自然観察者の私は、

「よし、ここを生き物がいっぱいいる場所にして

やろう」と思った。 

 まずは土だ。カチンコチンの土を何日も何日も

かけて耕した。本当にこのシ～ンとした所に生き

物が来るだろうか？一握りの土の中に、数億個の

土壌微生物がいるというが、ここは死んだ土なん

じゃないだろうか？ たい肥を入れればよいと教

わった。ヘンクツ者の私は買ったものを入れるだ

けでは面白くないと思い、生ゴミたい肥を作りだ

した。はじめは本の通りに真面目にやっていたが、

寒い季節や暑い季節は上手くいかない。だんだん

有機物を米ぬかを振って埋めておけばそのうち分

解するだろうと、ひどく横着なやり方に行きつい

た。 

 そんな、いい加減な事をしていたのだが、今は

どうだ！ カラスウリ、ヤマノイモ、スズメウリ、

トキリマメ、イノコズチ、エノ

キグサ、クワクサ、ツユクサ、

ハハコグサ。チチコグサならお

任せあれ。ウラジロチチコグ

サ、チチコグサモドキ、キヌゲ

チチコグサ、タチチチコグサ

（多分）、バッタ、カマキリもい

る。去年はツグミが来た。 

 そろそろ、家人に呆れられ文句も出てくるだろ

う。少し考えなければいけないかもしれない。 

 でも、雑草は面白い！！ 

リレー随筆 専任幹事ご挨拶 
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何か考えなくちゃ～ 

2班 堀内 信彦  

 朝、缶ビールとスルメを買って梅田から高速バ

スに乗った。乗客は６人余裕ありすぎ。外はもう

太陽がギラギラ、バスは冷房が効いて快適。大阪

を離れると缶ビールに手が伸びる。ちょっと幸せ

な気分。滋賀の緑の田園風景の流れるのを夢うつ

つに、名古屋を過ぎ分岐を左山側の高速道に入る。

暫く行くと山間のトンネルの入り口が見え静かに

吸い込まれてゆく。長い～トンネル、周りがだん

だん暗くなり闇が周りを包む。誰もいない、どこ

に行ったのだろう？    

突然誰かの声がした。

お前よ！お前たち人間は

地球を自分達のものだと

思っていないか？勘違い

するなよ！人間は遠い惑

星から追放され我々に管

理されている囚人なのだ。この地球の主は人間以

外の生物だ。へ～。 

人間には知恵を授け、他の生きものには人間を

見張る役目をあたえた。知恵により共生できるか、

破滅の道をたどるか、不遜と破壊の過ちを繰り返

すのか、見張られて

いることを忘れるな

よ。 

 地球が何千万年か

け封じ込めてきた石

化物をたった 100

年で掘り出し破滅へ

の道を歩き出す過ち

を犯した。だが、やっと「持続可能な世界」を目

指すことに気が付いたようだがいまだに、地球上

で人間は争いをやめない、力による支配は地球消

滅へのシナリオと気付かないのか。愚かなことだ。 

古代に発展した 4大文明（黄河、インダス、メ

ソポタニア、エジプト）は強烈な階級支配の文明、

自然からの一方的略奪の農耕と家畜を生活の基盤

とし、森を破壊し草原を食いつぶし砂漠化させた。

そして文明は滅んだ。 

列島では縄文文化が開花し、1万年以上栄え次

に引き継いだ。これが持続可能な世界を考える一

つのレガシーなのだと思わないか。 

自然を完全に破壊することなく常に次に再生

することを考えて生きた時代。 

 

 

春には春の恵みを、夏には海や川の幸を、秋に

は実りを、冬には狩をと季節の恵みを頂いていた。 

その生き方が次の時代につなげる余力を台地

に残した。共生と循環の原点であると先人が教え

てくれている。 

そういえば今は年中トマトもキュウリも食べ

られる。ビールもなくなるのかな～。 

「里山保全」は子どもたちに「自然を伝える」

ことで少しは良いことしてるけど、生きている間

に自分ができること「何か考えなくちゃ～」ネ。 

人は知恵を授かっているわけだから。 

トンネルを抜けた。

砂漠が広がり砂嵐で

前が見えない。なん

で～？何もしない世

界がここだ！ 

停車案内のアナウ

ンスで目が覚めた。 

緑の山々が眩しい。

故郷は標高 7～800ｍの扇状地にある。バスを乗

り換え「しらび平」（標高 1,662ｍ）からの千畳

敷（2,600ｍ）までケーブルで 7分半。 

真っ青の空と遠く南アルプスの山並みを望む、

緑の山裾には人々

の営みがある。千畳

敷カールは氷河が

滑るとき削られて

窪地みたいになっ

た地形。お花畑が広

がりチングルマ、シ

ナノキンバイ、リン

ドウ、ミヤマキンポウゲなどたくさんの花が咲い

ている（花名はパンフにあった）。 

近隣の中学校では２年生になると徒歩でこの

木曽駒ケ岳に登る。山小屋で 1泊し山頂（2,956

ｍ）を目指すのが夏休みの行事。山小屋は大部屋

に頭と隣の人の足とを交互にすし詰状態で雑魚寝。 

少し寒くなった。山を

下り麓の露天風呂で旅

の疲れをいやす。縄文に

は戻れないけどもう一

度考えて見てみようか

な。 

湯気の中から山と千

畳敷が見える。 

       （写真は一部観光資料借用）

私の玉手箱 
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渓流にそびえる巨樹 カツラ 
3班 遊上 眞一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹形 ウォッチング 

芦生。下谷の河床にそびえる高さ 38.5m 但馬高原植物園。樹齢千年 和池の大カツラ 

但馬。別宮の大カツラ。山地から平野部に 

出るところに 株立ちし、存在感抜群 

京都御苑。主幹は朽ちても、萌芽力が旺盛。

周りのひこばえが 大木に育ちます 

飛騨 天生湿原。 根上がりの大カツラ 飛騨 天生湿原。 カツラ門 

武田尾 桜の園。 単幹で成長 しかしよく見ると、ひこばえが出て来てます 
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有馬富士公園観察会にて 

2班 中山 勝一 
http://sizentobunka.jp/kaiga/index10.html クリックすると拡大します 

 
夏の野菜 習作３点 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

絵画コーナー 

http://sizentobunka.jp/kaiga/index10.html
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俳句 
 

1班 池田 清 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 

 
 
 

川柳 
3班 竹山 秀規

・あどけなき文の七夕色紙かな 

 

  

 

・丹波路の線路も曲がる暑さかな 

 

 

 

・団員の七人もの名出水の碑 

 

 

 

・水澄むや湖底の石に雲流る  

 

 

 

・アルプスを遥か眼下に鰯雲 

 

俳句・川柳コーナー 

３選(つぶやき付き) 

 

・ハゲイトウ、ツルリンドウで、サルスベリ 

 

(ハエさんよ、気の毒に、止まった場所が悪か

ったな！) 

 

  

・後光さす、頭に仏も、苦笑い 

 

(どうか仏様に代わって、世の中を明るく照ら

して下さい！) 

 

 

・バーコード、頂上覆えず、床屋泣く 

 

(残念、髪の量が足りません、残り僅かなバー

コードお大事に！) 

 

 

 

・水澄むや湖底の石に雲流る  
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俳句 

４班 山上 恵子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川柳 

 

 

 

 

俳句・川柳コーナー 

・友逝きて梅雨の一日の重たさや 

 

・夜は夜蝉朝は朝蝉鳴き交わす 

 

・蛇口より人肌の水夏旺ん 

 

 

・この非道いつまで続くのウクライナ 

 

・暗雲が地球全体立ち込めて 

 

・その刹那刹那を必死に生きていく 

 

 

５４号に投稿頂きました皆様、

お陰様で無事発刊することが出

来ました。ありがとうございま

した。引き続き皆様のご協力を

期待しております。広報委員会 


